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「福祉教育」の取り組み ～高齢者・障がい者を理解する～
　9/21（金）石見養護学校の
高等部１年生５名が視覚障が
いを理解する体験として、ア
イマスク体験等をおこないま
した。また、9/19（火）羽須
美中学校１年生８名が高齢者
疑似体験、車いす体験を行い
ました。社会福祉協議会では、
学校での福祉学習で障がいや
高齢になることの身体的な特
性や取り巻く環境などをクラ
スのみんなと共に学び考え、
共に育つことで社会福祉の理
解促進につながることを願い、
福祉教育を推進しています。

アイマスク体験
石見養護学校

高齢者疑似体験
車椅子体験

羽須美中学校
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この広報は、町民の皆様にご協力いただいた平成29年度共同募金の配分金を財源に発行しています。



　本年も11月8日（木）に「邑南町地域福祉推進４
者会議」が中心となり、第１３回「邑南町総合社会
福祉大会」を健康センター「元気館」で400名の参
加を得て開催しました。
　開会行事に続き表彰式典では、これまで邑南町社
会福祉協議会の発展などに功績のあった方や多年にわたり在宅で介護し、要介護者の在宅
生活の維持向上に努められている介護者の方に対して邑南町社会福祉協議会会長表彰並び
に感謝状の贈呈が行われました。続いて邑南町老人クラブ連合会会長表彰として３５名の
会員の方々への表彰も行われました。
　記念講演には、ユーモアセラピストの米津さち子さんを講師にお迎えしました。「笑い
は百薬の長　～副作用なしのユーモアセラピー　～」と題し、「笑い」の効果や健康長寿
の秘訣は「歩く」「喋る」「食べる」ことであるなどユーモア満載でお話ししていただき
ました。

　また、島根県社会福祉事業団「緑風園」、邑智福
祉振興会「愛香園」、おおなん福祉会「ハートフル
みずほ」「はあもにぃはうす」、「保護司会」、
「手をつなぐ育成会」さんにはバザー等でご協力い
ただき、大会に花を添えていただきました。ありが
とうございました。

　　邑南町総合社会福祉大会を開催しました！
第
13
回

　社会福祉協議会会長表彰
○「社会福祉事業功労者」受賞者
　　植田　利助
○在宅介護功労者受賞者
　　觀野惠美子・野田　嘉男
　　濱　　初美・西田　撤子

社会福祉協議会会長感謝
○「社会福祉事業協助者」受賞者
　・西鱒渕ひまわり会
　・出羽もみじ会
　・中野北区長寿会
　・日貫中央自治会
� （順不同／敬称略）

　邑南町老人クラブ連合会会長表彰
　　「一般功労者」受賞者の方々
� （順不同／敬称略）
氏　名 所属老人クラブ 氏　名 所属老人クラブ
杉本　時江 阿須那むつみ会 甲村　元子 井原福寿会
片岡伊和子 阿須那むつみ会 折田　公昭 井原福寿会
佐伯キミエ 口羽百寿会 野田サツミ 井原福寿会
河野　勝子 口羽百寿会 小笠原義雄 井原福寿会
日高カツ子 口羽百寿会 横川　浩三 井原福寿会
植田　幸江 市 木 寿 会 松本シゲコ 中野親和会
水口ヒフヨ 市 木 寿 会 酒井アサコ 中野親和会
横田　泰江 市 木 寿 会 岩竹　勝芳 東部寿朗会
小林　武虎 上田所長栄会 大屋美代子 西部寿朗会
洲濵　月代 上田所長栄会 一垣かぞえ 西部寿朗会
澤田　克子 小河内睦会 今田　綾女 西部寿朗会
植田　信登 西鱒渕百寿会 青葉フサ枝 日貫悠和会
吉川　眞弓 西鱒渕百寿会 服部　順雄 日貫悠和会
佐倉タツエ 出羽老壮会 佐々本　勝 日貫悠和会
石原　眞幸 和田原総南会 漆谷　幹男 日和ときわ会
岩根　敏幸 高海冠寿会 森橋　義嘉 日和ときわ会
藤岡シスヨ 井原福寿会 藤住美千枝 日和ときわ会
藤井富士恵 井原福寿会
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　赤い羽根共同募金は「じぶんの町を良くするため」に自ら取り組むことができる地域福
祉活動です。

　10月2日（火）、赤い羽根共同募金運動の一環として邑南町共同募金委員会と邑南町社
会福祉協議会の役職員が町内の事業所、商店、施設、学校、保育園、役場などを訪問させ
て頂き、たくさんの皆さんに募金や物品の購入（図書カードや町内の施設で作られたクッ
キーやコーヒーなどの募金グッズ）にご協力いただきました。
　また、各世帯の皆様には福祉委員さんを通じて戸別に募金のお願い
をさせていただいています。
　今年、寄せられた募金は来年度の地域福祉活動の財源として大切に
使わせていただきます。ご協力ありがとうございました。

　10月21日（日）、はすみリゾートまつりの会場に於いて、はすみスイミング
スクールの子ども達の協力を得て、赤い羽根の街頭募金を実施しました。当日
は、とても天気もよく会場に訪れた多くの方々が子ども達の元気な呼びかけに答
えていただき、募金箱へ暖かい気持ちを入れてくださいました。また、昨年に引
き続き実行委員会の皆さんのご協力のもと「ひとり１品運動」のブースを設けさ
せていただきました。たくさんの食料品や生活用品の寄贈をいただきありがとう
ございました。

「赤い羽根共同募金」
� が始まりました。

　はす
みスイミングスクールの子どもたちが

　　
　　　

　　　　　街頭募金活動に協力！
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　邑南町権利擁護センターでは、成年後見制度についての相談や法人での受任と日常生活自立支援
事業での金銭管理や身上監護についての業務を行っています。町内には制度を利用し、生活してい
る障がいを持った方々が年々増加しています。法人受任と日常生活自立支援事業における主な活動
内容として、利用者の方々の話を伺い、必要なサービスにつなげたり、金銭管理等のお手伝いを
しています。邑南町権利擁護センターではこの活動をお手伝い頂く、支援員を募集しています。
現在、センターに登録いただいている方は約20名程度おられ、経験年数が豊富な先輩方も大勢い
らっしゃいます。支援員として活動頂いてからも、社協としてのフォローアップもあり、安心して
活動頂けると思います。町内の皆様にはぜひともこの機会に、成年後見制度や日常生活自立支援事
業について知っていただき、共に活動していただきたいと考えています。
　養成講座のお申し込みは下記連絡先までご連絡ください。ご応募、お待ちしております。

　療育キャンプは、在宅の知的障がい児（者）親子の方を対象に、心身ともに強く、明るく、
生きていく力を養う事と、親子・仲間同士の交流を目的に開催されます。
　今回は、天候等の都合で宿泊することはできませんでしたが、20名近くの親子のみなさん
に参加して頂き、楽しい時間を過ごしました。午前中にはカローリングを体育館で行い、2
チームに分かれ対戦しました。最初は的にうまく収まらずコツをつかむまでが難しそうでした
が、何度も挑戦しみなさん上手に的めがけて滑らせていました。昼食はバーベキューとみんな
で作った焼きそばやおにぎりを食べなが交流し大好評でした。午後からはビンゴ大会を行い、
終始笑顔で盛り上がっており、会員のみなさんからはまたみんなで計画をしてキャンプや行事
をしたいとの意見も聞かれました。

邑南町権利擁護センター支援員養成講座を開催します。

邑南町権利擁護センター支援員養成講座カリキュラム

お問合せ・申込みは邑南町権利擁護センター　℡0855-84-0332担当：佐々木、野田まで

開催日 時間 講座カリキュラム 講　師

12月1日
（土）

9:00

～

9:30

主催者挨拶・オリエンテーション
権利擁護センター事業について
　日常生活自立支援事業について
　成年法人後見事業について

邑南町社会福祉協議会

9:30

～

11:30

成年後見制度をめぐる法律の仕組み
　法律行為・契約、代理
成年後見制度概論
　法定後見と任意後見

法テラス浜田法律事務所
弁護士　波田幸久　氏

12:30

～

14:30

高齢者・障害者の基本理解と権利擁護
認知症、知的障害、精神障害、発達障害等各障害への
対応について
　成年後見制度の理念、自己決定の支援、権利侵害
成年後見制度と福祉制度
　措置から契約へ、介護保険、障害者自立支援法

相談支援センターえん
代表　齋藤　健　氏

14:30

～

16:00

法定後見の事務
　申立について、事務報告・報酬付与
　後見業務と支援員業務について

植田司法書士事務所
司法書士
植田弘樹　氏

12/1
（土）

10月13日（土）矢上改善センターにて

「手をつなぐ育成会」で
　療育キャンプを行いました
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　平成30年10月より、当法人のホームペー
ジ（HP）がリニューアルオープンいたし
ました。
　社会福祉協議会は「なにをしていると
こ?」「どんなサービスがあるの?」「どこ
に相談して良いかわからない…」など、当
法人への疑問や地域の困り事などが解決す
るキッカケになれば幸いです。
　事業内容の紹介、実施報告の他に様々な
事業のご案内など、続々と更新していきますので、ご活用ください。
ホームページアドレス　http://ohnan-shakyo.or.jp/

 ◆奨学生の資格
　奨学生となる方は、町出身の学徒で、経
済的理由により学資の支弁が困難であり、
他の資金からの借入を受けることも困難で
あると認められた方。また、奨学生選考委
員会において適当と認められた方。
・町内に５年以上居住している方
・両親又は両親にかわる保護者が10年以

上町内に居住している方
・原則として日本学生支援機構、島根県育

英会、母子寡婦福祉資金貸付制度等をご
利用の場合は、上記の制度が優先になる
場合がありますのでご相談下さい

 ◆対　　象
　高等学校、高等専門学校、短期大学、大学
　（ただし大学院は対象となりません）
 ◆貸 与 額
　高等学校 月額 20,000円以内
　専門学校･短期大学･大学
 月額 50,000円以内
　〔希望月金額×就学月数＝奨学資金貸与総額〕
 ◆奨学生の決定
　奨学生選考委員会において選考の上で仮
決定する。（２月下旬）

　在学証明書の提出をもって本決定とする。
 ◆貸与方法
　年３回指定口座へ振り込み
　（４月･８月･12月）
 ◆据置期間
　卒業後５ヶ月（５ヶ月後から償還開始）
 ◆返還期間
　６年以内
　高等学校より引き続き大学を卒業するま
で貸与を受けた方は７年以内の返還期間と
なります。
 ◆返 還 額
　貸与総額（無利子）
 ◆返還方法
　半年賦
　年２回（３月末、９月末）

奨学資金貸与事業のご案内〈無利子〉
　この事業は、町出身の学生で、経済的な理由によって就学が困難な方に対して、
無利子で学資を貸与する制度です。
　高校、大学等の在学中の方にも貸与可能です。お気軽にご相談ください。

受付期間：平成31年1月10日（金）～2月8日（金）

社会福祉協議会
☎84-0332 ☎050-5207-5434まで

お問合せ先

平成31年度奨学生募集!!

ホームページが新しくなりました
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ひとり暮らし高齢者の会で研修交流会を開催しました!

　10/17（水）会員29名の参加により阿
須那文化プラザを会場に、地域研修会・交
流会を行いました。『健康になる手の洗い
方』と題した講演会で、風邪予防だけでな
く、洗うこと、ツボを刺激すること、手入
れをすることなどは簡単にできる心身の健
康維持の一つであるということを学びまし
た。自分たちで入浴剤を制作する体験等も
行い、普段はあまり気にしないという男性
参加者からも様々な意見や質問もあり、住
み慣れた地域で健康に暮らしていくための
気持ちが高まったのではないでしょうか。
その後は、地域の団体さんによるオードブ
ルを囲んで、豪華でふるさとの味わい深い
ごちそうを頂
きながら、楽
しい交流のひ
と時をすごし
ました。

　９月20日（木）会員20名の参加により
川本町湯谷温泉「弥山荘」へ出かけまし
た。長江寺を見学する予定でしたが、当日
はあいにくの雨のため、爪楊枝入れ作りを
しました。「ちょっと持ち歩くのにいい
ねぇ」と皆さん楽しく指と頭の体操もかね
て取り組まれました。午
後はお風呂でゆっくり癒
され「また忘年会で元気
に会いましょう！」とみ
なさん笑顔で声を掛け合
われていました。

　今年も「赤い羽根共同募金（歳末たすけあい募金）」を財源として、ひとり暮らし高
齢者の方を対象に「おせち料理」の配食を邑南町民生児童委員協議会との共催事業とし
て計画しています。予約申し込みはひとり暮らし高齢者の会「むくのき会」の世話人さ
んを通じて行う予定ですが、お電話での申込みも可能です。

★対象者　　町内在住の65歳以上のひとり暮らしの方で、年越しをひとりで過ごされる方
★お届け日　12月31日（月）
★負担金　　2,000円（3,000円のおせち代金のうち地域歳末より1,000円を助成します。）
★申込締切　12月10日（月）
★問い合わせ・申込先
　社会福祉協議会　電話８４－０３３２または０５０－５２０７－５４３４

ひとり暮らし高齢者の方へ

羽須美地域「ほたる会」 石見地域「さつき会」

「おせち料理」の配食についてお知らせ
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　もう一度、福祉の基礎を学び直しませんか？
　福祉の職場で役立つ知識と技術を、分かりやすく楽しめます。
　大人気のセミナーですので申込はお早めに！

【日　　時】平成30年12月13日（木）・14日（金）10時～16時

【会　　場】浜田市　いわみーる

【主な内容】〇介護の基本的理解・介護技術
　　　　　　〇コミュニケーションとストレスマネジメント
　　　　　　〇高齢者施設の見学・座談会

【対 象 者】福祉の事業で就業経験のある方（資格不要）と就業経験はないが、
福祉の有資格者又は研修受講経験のある方（実務経験不問）

【募集定員】20名

【受 講 料】無料

【申込締切】平成30年12月6日（木）

【問合せ先】浜田会場：社会福祉法人島根県社会福祉協議会
　　　　　　　　　　　（島根県福祉人材センター石見分室）
　　　　　　　　　　　TEL�０８５５－２４－９３４０
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福祉・介護の就職支援セミナー 浜田会場

参加者募集
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兵
庫
県（
新
山
）�

上
田　

義
廣　

様

広
島
市（
上
雪
田
）�

森
上　

信
之　

様

朝　
　

原�

上
田　

勝
博　

様

布��

施��

１�

森
田　

年
晴　

様

市��

木��

町�

原
田　

稔
史　

様

東
京
都（
高
見
町
）�

幸
田　

久
子　

様

朝　
　

原�

日
高　
　

學　

様

八��

日��

市�

田
中　

識
晃　

様

皆��

井��

田�

椿　
　

一
人　

様

下
大
畑
区�

白
須　

昌
治　

様

福　
　

原�

白
川　

幸
子　

様

千
葉
県（
上
京
）�

谷
口　

直
利　

様

段　
　

原�

中
山　

光
夫　

様

大��

坪��

原�

寺
本　

鈴
惠　

様

〔
奨
学
資
金
事
業
へ
〕

鱒��
渕��
下�

伊
東　

芳
晴　

様

大��

坪��
原�

寺
本　

鈴
惠　

様

【
一
般
寄
付
金
】

布��

施��

２�

森
田
ミ
ホ
コ　

様

 

平
成
30
年
10
月

【
香
典
返
し
寄
付
金
】

〔
一
般
福
祉
事
業
へ
〕

西
ノ
原
下�

淺
原　

啓
子　

様

中��

野��

原�

垰
田　

行
利　

様

麦　
　

尾�

越
間　

和
幸　

様

本��

田��

下�

川
崎　

健
一　

様

馬
野
原
上�

吉
川　

照
夫　

様

仮　
　

屋�

渡
邊　

健
二　

様

町　
　

東�

漆
谷　

正
實　

様

浜��

井��

場�

冨
岡
多
美
恵　

様

浜��

井��

場�

湯
淺　
　

武　

様

幸　
　

米�

渡
邊　

幸
子　

様

皆��

井��

田�

有
田　
　

誠　

様

〔
奨
学
資
金
事
業
へ
〕

田　
　

本�

酒
井　

幸
雄　

様

平
成
30
年
９
月
30
日
付
け

　
訪
問
事
業
課
（
西
部
）

�

香
川
　
伸
子

　
居
宅
介
護
支
援
事
業
課
（
東
部
）

�

坂
之
上
　
千
賀
子

　
通
所
事
業
課
（
東
部
）

�
杉
原
　
翔
希

　
多
く
の
方
か
ら
、
心
温
ま
る
寄

付
金
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。
こ
の

寄
付
金
に
つ
き
ま
し
て
は
、
高
齢

者
福
祉
、
障
が
い
者
福
祉
、
児
童

福
祉
推
進
事
業
を
は
じ
め
と
し
、

地
域
福
祉
推
進
（
地
区
社
協
へ
の

助
成
等
）
の
組
織
化
及
び
活
動
の

貴
重
な
財
源
と
し
て
活
用
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
心
よ
り
お
礼
申

し
上
げ
ま
す
。

　社協では、ボランティアさ
んの協力を得て、配食サービ
スのお弁当に月に一度、絵手
紙を添えてお届けしています。
季節を感じられる絵とメッ
セージが添えられています。
9月、10月分をご紹介します。

絵手紙の紹介

協力ボランティアグループ
「高原絵手紙文通サークル」

９月

10月

 

職
員
の
退
職
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